
Society5.0に向けた
STEAM教育の必要性と現状

〜社会が変わる、学びが変わる〜



Society 5.0とは
Society5.0はAIやロボットの力を借りて、我々人間がより快

適に活力に満ちた生活を送ることができる社会である。
数年後には、自動運転車などが実際に走り始めるなど、AIを

活用した社会が現実になりつつある。

自動運転車→２０２１年中にレベル３販売

遠隔医療の実現→遠隔での診療は実施

無人店舗の実現→実証店舗が開設済み

キャッシュレス社会の実現→ 既に導入済み

多様な働き方の実現→テレワークは一定普及



Society5.0時代に必要な思考



※高槻市教育委員会 令和
２年度教育努力目標・指
示事項どの子ものばす高
槻の教育より抜粋

http://www.city.takatsuki.osaka.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/96/kyouikudoryokumokuhyou .pdf


STEAM教育とは
STEAM教育（スティームきょういく）とは、 Science（科
学）、 Technology（技術）、 Engineering（工学）、
Mathematics（数学）を統合的に学習する「STEM教育（ス
テムきょういく）」に、 さらにArts（リベラル・アーツ）
を統合する教育手法である。
リベラル・アーツ→複合的な学問的視点から考察

STEAM教育は、知識・技術を基礎とし
て、課題に向けて使いこなすことがで
きるようにする教育方法 文部科学省「新学習指導要領の趣旨の実現とＳＴＥＡＭ

教育について」より（令和元年10月15日）

“新時代に対応した高等学校教育の在り方
いわゆる文系・理系の類型に関わらず学習指導要領に定
められた様々な科目をバランスよく学ぶことや、STEAM
教育の推進“

“初等中等教育段階においては、STEAM教育を推進するた
め、「総合的な学習の時間」や「総合的な探究の時間」、
「理数探究」等における問題発見・解決的な学習活動の
充実を図る。”

これからの時代に必要として日本でも始めつつある。

https://www.mext.go.jp/content/1421972_2.pdf




※２０２０年８月ＳＴＥＡＭ ＪＡＰＡＮによるウェブ調査



※２０２０年８月ＳＴＥＡＭ ＪＡＰＡＮによるウェブ調査

画像出典：イー・ラーニング研究所「STEAM教育に関する意
識調査アンケート調査」



まとめ

Society5.0が到来
↓
対応できる人材（理系分野）、産業の転換が必要
↓
人材育成面で日本は出遅れている
（学校・行政では有効な策を打ち出せていない現状）
↓
まずは、親など身近な教育者が変わる必要がある



そのために求められる点は、
親など身近な教育者が

・現状の課題を認識する必要がある
・具体的に必要な教育を理解する必要がある
・実際のアクションプランに移す必要がある。

↑
この3つを行うために、７月例会を実施。


